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多読授業の学⽣が楽しく読み続けられるように：教師の⼯夫

⽇本語教育における多読・速読の理論と実践：多読と速読で読みの流暢さを伸ばそう！�



Pennsylvania�State�University
⽇本語プログラム

• ⽇本語専攻（35単位）・副専攻（18単位）�
• コンテントコース（⽂化・⽂学・映画）�
• 選択科⽬：JAPNS�210��
"Extensive�Reading�in�Japanese"�

（多読だけの独⽴した授業）�
• 多読の授業の履修条件�

⽇本語２学期「げんき１」終了�

⽇本語授業 秋学期 春学期 教科書

１学期⽬ ◯ ◯ 『げんき�I』

２学期⽬ ◯ 『げんき�I』

３学期⽬ ◯ 『げんき�II』

４学期⽬ ◯ 『げんき�II』

５学期⽬ ◯ 『上級へのとびら』

６学期⽬ ◯ 『上級へのとびら』

７学期⽬ ◯ 『上級へのとびら』

８学期⽬ ◯ なし

多読の授業 ◯ ◯



多読授業の履修者

• 多読授業について周知し、希望者が登録�
• 教師が個⼈的に勧める�
(1) ⽇本語専攻でもっとインプットが必要な学⽣�
(2) ⾶び級で中級から始めたが、もっと単位がほしい学⽣�

• ⽇本語の授業をとらない学⽣も�
(3) ⽇本留学から戻ってタイミング調整�
(4) 独学で話せるが、読み書きができない学⽣�
(5) 継承語学習者�
(6) ⼤学院⽣

多読授業宣伝用スライド



多読授業の概要

• 75分授業、週２回（⽉曜⽇・⽔曜⽇�4:00-5:15）�
• 15週間�
• 1.5単位（普通の⽇本語の授業は4単位）�
• 繰り返し履修してもよい�
• テスト：なし�
• 宿題：週に60分読む�
• 本をカートに載せて教室へ



多読授業の概要

• ⽬標�
1. To enjoy reading in Japanese and develop reading habits  
2. To be able to read without transla7on tools  
3. To be able to choose reading materials appropriate to your interests and language abili7es  
4. To par7cipate in reading communi7es and share your reading experience with others  

• 評価
授業参加 48%
読書時間 35%
読書記録 6%
活動ふりかえりレポート 4%
おすすめの本の発表 3%
調査票や⽬標の提出 2%
アセスメント参加 2%



15週間の流れ

１〜３週⽬

読む

オリエンテーション、学⽣を知るための活動

４〜６週⽬

７〜８週⽬ 「おすすめの本」発表、活動ふりかえり

９〜13週⽬

14週⽬ 「おすすめの本」発表

15週⽬ 活動ふりかえり



75分授業の流れ

学⽣ 教師
１〜２分 借りた本を返す 読書ノート提出 本を整理する１〜２分 読んだ・読みたい本について話す

0〜10分 説明・活動

60〜70分 本を選んで読む

読書ノートを⾒て学⽣に返す�
⇩�

学⽣の様⼦を観察しながら�
⾃分も本を読む

0〜２分 読んだ・読みたい本について話す 学⽣への声かけ�
本の整理１〜２分 家で読むための本を借りる



学⽣が楽しく読めるように
教師は？

1. 学⽣の読むレベルを低めにおさえる�

2. 楽しめそうな本を提供する�

3. 本の情報交換をさせる�

4. 達成感とやる気を触発



1.�レベルを低めにおさえる
上のレベルの本を⾒せない

多読が初めて
多読リピーター

初級の学⽣ 中・上級の学⽣

１回⽬の授業 レベル０ レベル０と１ レベル２まで

２回⽬の授業 レベル０と１ レベル０〜２ レベル３まで

３回⽬の授業 レベル０〜２ レベル０〜３ レベル４まで



1.�レベルを低めにおさえる
ターゲットを数字で⽰す

レベル別ターゲット�

レベル０ レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
Graded�
Readers

15さつ 20さつ 25さつ
20さつ〜
たくさん

？ ？

ほかの本 5さつ 8さつ 15さつ
30さつ〜
たくさん

？ ？



読解⼒を測って納得してもらう

•アセスメント３回�
１回⽬：第２週�
２回⽬：第８週�
３回⽬：第14週�

•NHK�News�Web�Easyから�

•真偽問題 5問�

•４分で読み、答える。

JAPNS 210 アセスメント３ なまえ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

Circle T (true) or F (false) for each statement based on the ar7cle below. 

( T  /  F )  More people go out to shop for items to use at home because of COVID-19. 

( T  /  F )  A store in Tokyo is selling more family oriented games and kitchen supplies.  

( T  /  F )  Among other things, items for exercising at home are selling well.  

( T  /  F )  Containers for cooking noodles in the microwave are popular as well.  

( T /  F )  A store clerk says the overall sales of the store are increasing.

 

 

NHK News Web Easy 2020年4月7日

1.�レベルを低めにおさえる



アセスメントの結果（５点満点）
履修している
⽇本語の授業 備考 アセスメント�

１回⽬
アセスメント�
２回⽬

アセスメント�
３回⽬

Aさん 4学期⽬ 1 4 5
Fさん 4学期⽬ 1 2 4
Bさん 4学期⽬ 4 5 5
Oさん 4学期⽬ 3 4 4
Kさん 4学期⽬ 2 2 3
Yさん 4学期⽬ １回⽬、時間を忘れた→ 1 3 3
Zさん 4学期⽬ 4 5 4
Eさん 8学期⽬ 3 5 4
Uさん 8学期⽬ 3 5 4
Lさん N/A 以前に４学期まで 2 1 1
Tさん N/A 継承語学習者 4 5 5
Wさん N/A ⽇本で４学期まで 5 4 5



アセスメントの結果（５点満点）
履修している
⾔語のコース 備考 アセスメント�

１回⽬
アセスメント�
２回⽬

アセスメント�
３回⽬

学期中に読んだ
冊数

Aさん 4学期⽬ 1 4 5 217
Fさん 4学期⽬ 1 2 4 83
Bさん 4学期⽬ 4 5 5 127
Oさん 4学期⽬ 3 4 4 156
Kさん 4学期⽬ 2 2 3 133
Yさん 4学期⽬ 多読リピーター 1 3 3 64
Zさん 4学期⽬ 4 5 4 110
Eさん 8学期⽬ 3 5 4 89
Uさん 8学期⽬ 3 5 4 139
Lさん NA 以前に４学期まで 2 1 1 215
Tさん NA 継承語学習者 4 5 5 64
Wさん NA ⽇本で４学期まで 5 4 5 81



1.�レベルを低めにおさえる
慣れた頃にもう⼀度

The Extensive Reading Foundation’s Guide to Extensive Reading


Reading�Pain
Intensive�
Reading

Extensive�
Reading

知っている単語 90%以下 98％以上

www.erfoundation.org

http://www.erfoundation.org


2.�楽しめそうな本を提供
様々なタイプの本を
(1)⽂庫を設置�
• 本の種類：Graded�Readers、絵本、理系、歴史、⾷⽂化、ギャグまんが�
• 初めは⼤学の図書館に購⼊依頼�
• その後、約3,000ドルで多読授業専⽤図書購⼊�
• 約500タイトル�

(2)その後も図書館にリクエスト�
• 学会の展⽰ブースで探す�
• ニュースなどで話題�
• 周囲（教師・友⼈・家族・学⽣）に聞く�
• オンラインで試し読み�

(3)新しい本をレベルに分ける（最近の例：『⻤滅の刃』レベル４＋）



3.�本の情報を交換

(1)授業の初めや終わりに⼩グループで話し合う�

(2)学期に⼆回「おすすめの本」発表�

(3)教師も？



4.�達成感とやる気を触発

読むごとに：本のレベル、タイトル、その⽇読んだ時間�

活動を数値化・⾔語化



4.�達成感とやる気を触発

読むごとに：本のレベル、タイトル、その⽇読んだ時間�
⇩�

週ごとに：レベル別に読んだ冊数と読んだ時間を⼩計�
⇩�

中間：レベル別に読んだ冊数と時間を合計 ＋ ふりかえりレポート�

活動を数値化・⾔語化



レベル０ レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
Graded�
Readers

15さつ 20さつ 25さつ
20さつ〜
たくさん

？ ？

ほかの本 5さつ 8さつ 15さつ
30さつ〜
たくさん

？ ？

レベル別ターゲットの到達率（％）→

７週目→

１週目→



4.�達成感とやる気を触発

読むごとに：本のレベル、タイトル、その⽇読んだ時間�
⇩�

週ごとに：レベル別に読んだ冊数と読んだ時間を⼩計�
⇩�

中間：レベル別に読んだ冊数と時間を合計 ＋ ふりかえりレポート

活動を数値化・⾔語化

（達成感を味わう・到達率を省みる）  （活動を⾔語化）�
⇩�

後半：やる気を持続？�
⇩�

期末：記録の合計 ＋ ふりかえりレポート



4.�達成感とやる気を触発

参考：中間ふりかえりレポートを書く時の観点（英語で250-450語）�

•多読のルールにそった読み⽅をしているか。何がやりにくいか。�
•この授業に対して個⼈的に⽴てた⽬標について今どう思うか。�
•これまでの読書時間やレベル別ターゲット冊数についてどう思うか。�
•この多読のメソッドが⽇本語の学習に役⽴っているか。�
•多読が及ぼす⽣活への影響など。

活動を数値化・⾔語化



これから

• ⽬標を⾒失った学⽣を導く
ハウルの動く城：フィルムコミック

https://www.amazon.co.jp/-/en/宮崎-駿/dp/4197701284/
ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=ハウルの動く城+フィルムコ
ミック&qid=1615674721&s=books&sr=1-1

• ⼤学⽣の知的レベルにあった読み物を探す�

• 授業中に新しい本を必ず⼀冊読み切る（新ルール？）�

Haruko�Iwami�(岩⾒晴⼦)���
Pennsylvania�State�University��
hui3@psu.edu


